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1. 研究背景および目的 

 泥炭は高有機質･高含水比の特性から建設現場において非常に扱いにくい材料であ

り，良質化するための方法としてセメント安定処理が有効な手段のひとつである

1)．実際の施工現場では，泥炭セメント安定処理土を利用する際に，種々の施工事

情から，処理した後に破砕して用いる場合もあり，その複雑な利用方に適した強度

予測が重要となる．本研究では固化・破砕という応力履歴を受けた泥

炭セメント安定処理土を対象として，変形特性を一軸圧縮試験および

ベンダーエレメント試験 2)により強度･変形特性を検討した．  

2. 実験概要 

試料は北海道岩見沢市豊里から採取した北村泥炭を用いた．土の物

理化学的性質を表-1 に示す．まず，泥炭に固化材を添加してから試験

するまでを初期固化土とし，試験後に破砕・転圧させた泥炭安定処理

土を固化破砕土と定義する．なお，初期養生日数は tsとし転圧後養生

日数を tccとする．初期固化土は泥炭と高有機質特殊土用固化材を所定

の添加量 C で混合し撹拌した。その後，プラモールド：D/H=50/100

（mm）に詰め，軽く打撃を与え気泡を除去した後，所定の期間で養

生した．脱型時には端面を平坦に成形し，各種試験を行った．なお，

固化材の配合は地盤工学会基準「安定処理土の締固めをしない供試体

作製方法」3)に準じた．固化破砕土については，試験後の初期固化土

を 9.5mm ふるいで裏ごし，サミットモールド：D/H=100/200(mm)にラ

ンマーを用いて締固めエネルギーを 0.5E となるように突き固めた．

養生後，D/H=50/100（mm）になるよう成形し試験を行った．ベンダーエレメント試験については，図-1 の模式図

に示したとおりに供試体

をセットした後，1 kHz, 

2 kHz, 5 kHz の波を与

え，それらの送受信波を

記録した（図-2），この

ときの供試体高さと到達

するまでの時間を用いて

せん断波速度 Vsを求

め，せん断弾性係数 G

を求めた．一軸圧縮試験

に用いたテストケースは

C=100，200，300 kg/m3

 
図-1  ベンダーエレメント試験の模式図 

 
 

 

図-2 送受信波の波形図 

表-1 土試料の物理化学的性質 

土試料 北村泥炭

含水比(%) 535.37 

土粒子密度 

s (Mg/m3) 
1.85 

強熱減量 L (%) 54.78 

分解度 H (%) 84.42 

 

   

図-3 初期固化土の G, E50と 養生日数 tsの関係     図-4 固化破砕土の G, E50-ts関係 
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の ts=7，14，28 日，tcc=7 日である．C=100kg/m3においては，ベンダーエ

レメント試験と一軸圧縮試験を行った． 

3. 実験結果 

図-3 に添加量 C=100kg/m3における初期固化土の変形係数 E50,せん断弾

性係数 G と tsの関係を示す．図-4 には tcc=7 日の固化破砕土の E50, G と ts

の関係を示す．図-3 より，初期固化土は ts =7 日から 14 日までは G，E50

どちらも増加傾向を示した．G は ts =14 日から 28 日にかけて 0.32MPa

ほど増加したが，E5０は 0.37 MPa 減少した．相対的に判断して ts =14 日

から 28 日はほぼ一定の傾向と考えられる．図-4 から，ts=7 日から 14 日

では E50, G ともに減少し，ts=14 日から ts=28 日ではやや増加する傾向が

みられた．さらに図-3 と図-4 から E50と G は相似形状を示しておりベン

ダーエレメント法による計測の妥当性が確認できた．図-5 は初期固化土

と tcc=7 日の固化破砕土の G と tsの関係を示した図である．破砕・転圧す

る事で G が著しく減少していることが分かる．初期固化土と固化破砕土

を比べると，G は ts =7 日では 2.83 MPa，14 日では 5.94 MPa，28 日で

は 6.67 MPa の減少がみられた．このことから tsが長い程，固化破砕後の

強度低下が著しいことが分かる．図-6 は間隙比 e と tsの関係を示す．固

化破砕することで間隙比 e が 0.5 程度増加している．図-7 は初期固化土

と固化破砕土の一軸圧縮強さ quと G の関係を示す．原点を通る近似線に

プロットが集中しており， quと G に一定の相関性があることが分かる．

図-8 は tcc=7 日の固化破砕土の一軸圧縮試験結果から求めた変形係数 E50

と C の関係性を示した図である．この図において，各プロットはそれぞ

れ初期養生日数 tsが 7, 14，28 日と異なっている．この図から，添加量の

増加に伴ってどの条件のものも E50が増加しており，より脆性的な破壊形

態に変化していることが分かる．さらに，tsが 7 日のものと ts=14 日およ

び 28 日のものを比べると，7 日のものの方が著しい増加傾向を示してお

り，C=300kg/m3では E50が 2.47 MPa も開きがみられた．また，ts=14 日

と 28 日では添加量の増加に伴う差異がみられなかった． 

4. 結論 

本研究で用いた泥炭安定処理土において，せん断弾性係数 G と一軸圧

縮強さ quの関係には相関性がみられた．このことから泥炭安定処理土の

quの推定にベンダーエレメント法を用いることは十分可能である．ま

た，固化破砕土において初期養生日数 tsが長いほど転圧後の強度低下が

著しく，この傾向もベンダーエレメント法による簡易的手法で計測可能

であることが分かった． 
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図-5 Gと tsの関係 
 

 
図-6 間隙比 eと tsの関係 

 

 

図-7 G-qu関係 

 

図-8 固化破砕土の E50と Cの関係 
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